
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 蒲郡市ファミリー・サポート・センター 

第５０号 令和 ４年 1 月 5 日発行 

 新しい年が始まったと思ったらもう３週間経ちました。会員の皆様方の新年はいかがでしたか？新

しい年を迎え、気持ちも新たに今年も皆様に寄り添いともに歩んでまいりたいと思っております。どう

ぞよろしくお願いいたします。 

日時  令和 ４年 ２月１３日（日） 

    １３：００～１７：００ 

場所  がまごおり児童館２F 児童クラブ室 

内容 【説明会】  １３：００～１４：００ 

        ファミリーサポートセンター事業の説明 

     【講習会】  １４：００～１７：００ 

        『子どもの健康』講師   保健師 

        『子どもの発達と遊び』  保育園副園長 

        『救急救命講習』     救急救命士 

 

援助依頼が増えています。まかせて会員さんが足り

ない現状です。お知り合いに子どもさんが好きな方は

いらっしゃいませんか？ご友人知人の方へのお誘いを

宜しくお願いします 

※2 月 7 日（月）までにお申し込みください。 

 

おねがい会員プチ交流会 
   ＆初めてのお預け体験 

子どもを預けてみたいけど、ちょっと不安だなぁと思っ

ている方にお勧めです。 

まかせて会員さんにお試しで託児をしていただく体験

ができます。参加してみませんか？ 

日 時 令和 4 年１月２５日（火）１０：００～１１：５０ 

場 所 がまごおり児童館  プレイルーム 

内 容 ①絵本を読んでもらう 

       講師 「おはなし宅急便小笠原みちよ氏 

②お預け体験（5 名） 

その他    参加費無料です。 

第 2 回スキルアップ講習会 
タ ス カ ル 講 座 

皆さん、自分の心と体の健康について、どのくらい把握し

ていますか？講座を通して自分の体について知り、健康維

持に努めませんか？ 

日 時 令和 4 年 3 月 13 日（日）１０：００～１１：３０ 

場 所 蒲郡公民館 ２F ホール 

講 習 ①『心も体も健康に』（仮題） 

          講師 蒲郡保健センター 保健師 

            簡単な体操をします。動きやすい服装で来

てください。 

※講座の後は・・・『楽しく情報交換タイム』です。 

援助中の困った事や、疑問に思った事などみんなで話

し合ってみませんか？ 

対象 まかせて会員・どっちも会員 

 

説明会・講習会・交流会のご案内※新型コロナウイルス感染症の状況によって、中止になることがあります 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 ３年 11 月 14 日（日） 

『子どもの健康』 

保健センター 酒井保健師 

『子どもの発達と遊び』 

三谷西保育園 石渡副園長 

『救急救命講習』 

蒲郡消防署 柴田救急救命士 

 新たなまかせて会員さんを

お迎えしました。どうぞよろしく

お願い致します。 

毎回貴重なお話をお聞きする

ことができます。是非ご参加く

ださい。 

 

 



 

 

 

 

 

 

 ※1～4歳児で増える交通事故と

溺死・溺水 

※５～9 歳児増え続ける交通事故

と溺死・溺水 

0 歳児の不慮の事故死の約 8 割は

窒息によるもの、続いて溺死・溺水、

交通事故が続いています。この３つ

で事故死の 9 割以上を占めていま

す。窒息死の要因は食品であること

も多く、また、ベット内でも起きている

ようです。 

1～4 歳児では、窒息の割合は 0

歳児に比べて減っていますが、そ

の分、交通事故と溺死、溺水が増

加し、窒息と合わせると事故死の

8 割以上を占めているようです。

溺死溺水の多くは家庭内の浴室で

起きているようです。 

5～9 歳児になると窒息の割合は 

8％と減っています。 

屋外での行動範囲が広がるため、 

交通事故と溺死・溺水が増加し、 

両方でこの年齢の事故死の 7 割近

くを占めているそうです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

０～９歳児の死亡原因の上位を占めるのが「不慮の事故」。 

０～４歳児の不慮の事故による死亡は、本来安全なはずの家庭内で

も多く起きているんだって。 

いざというときあわてないために 

※主治医はいますか？ 
いつでも相談できる主治医をつくり、緊急時の連絡先

（主治医、夜間休日診）などがすぐわかるようにメモして

おくといいですね。医師や病院の電話番号などは電話

の前に貼っておくといざという時に助かりますよね。 

※緊急時の持ち出し袋の用意を！ 
母子手帳、保険証、診察券などは、ひとまとめにし、いつ

でも持ち出せるようにしておきましょう。ある程度の現金

や小銭も一緒にしておくと便利だそうです。 

 

※救急箱の点検を！ 
救急箱の中に不足しているものや期限切れのものが

ないか常に点検し、補充しておくといいですね。三角

巾や包帯を用意しておくと便利ですよ。消毒や、ガー

ゼなどは常に補充を。 

中毒 11０番（公財）日本中毒情報センター 

https//www.j-poison-ic.jp 

子どもが毒性の高いもの（薬、化学物質、有機物

質など）を飲み込んでしまった場合は、毒性の種

類によって応急手当の方法がちがいます。下記

の 3 か所において、中毒情報の提供および 相

談が実施されています。 

●つくば中毒 110 番（無料） 

TEL ０２９－８５２－９９９９ 

（9 時～21 時 365 日対応） 

●大阪中毒 110 番（無料） 

TEL ０７２－７２７－２４９９ 

（24 時間 365 日対応） 

●たばこ誤飲事故専用電話（無料） 

TEL ０７２－７２６－９９２２ 

（自動音声対応による情報提供） 

通話料はかかります。 

 

思いがけない事故による子どもの死亡が多発！ 

講習会の資料から（一部抜粋） 

 
守ろう！ 

 子どもの大事な命！ 

※0 歳児に多い窒息死 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

私がおねがい会員の登録をしたのは第 2 子の長女が生まれた頃だったと思います。初めて利用

したのは下の娘が最初の検診の時でした。当時長男は 2歳半だったので検診会場だった保健セ

ンターに同行してもらいました。とても助かりました。それから暫くは利用する機会も無かっ

たのですが、今は息子の学校から習い事先までの送りをお願いしています。息子の学年が上が

るにつれ下校時間が遅くなり、二人とも同じ教室へ行っているのですが、二人のレッスン時間

が違うため同時に送ることが出来なくなったからです。少し教室まで距離があるので往復は難

しく仕事を辞めることも考えましたが、ご縁がありファミリーサポートセンターのお世話にな

っています。習い事先まで片道 30 分送っていただいてます。息子はまかせて会員さんに学校

であったあれこれや、今ハマっていることなど、たくさんお話を聞いていただいているようで

す。学校の先生や家族以外の大人と会話してコミュニケーションを取るいい機会にもなって 

ファミリーサポートセンター事業を支えてく

ださっている『まかせて会員』さんです。今

回は 6 名のまかせて会員さんが参加してくだ

さいました。（偶然にもまかせて会員番号 1

番の方と今年登録されたほやほやの会員さん

が参加してくださいました。） 

まかせて会員になった経緯や援助していて楽

しかったお話など、貴重なお話をお聞きする

ことができました。 

 

第 2 部は音楽会 
素敵なサックスと 

ピアノの演奏でした。 

 

第 1 部は 

体験発表だよ

おねがい会員 篠原雅子さん 

いるかなと思います。今後も仕事をしながらの育児が続きます。ファミリーサポートの方、まかせて会員さんにお願いす

ることができるという安心感に助けられています。今後ともよろしくお願いします。 

 

まかせて会員さんの皆さんです。 


